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1 研究背景 

組織は少人数の職場集団の集合として捉えられてお

り，分業化や専門分化の原理にしたがっていくつもの

サブ集団にまとめられ，それらの総体が組織となる．

従って，それぞれの小集団の活性化が組織の生産性や

効率の決め手になる．これらの小集団の独自の行動様

式についてはグループ・ダイナミクスとしてまとめら

れている 1)．集団の中では独自の集団基準や集団規範

が形成され，それを維持するためメンバーに従うこと

を強要したり，従わないメンバーには制裁を加えたり

することがある．メンバーは集団に所属したい場合は，

集団の基準や規範に同調するべきであるとされる． 

渥美ら(2012) 2)は，集団で問題解決を行う討議集団に

対して調査を行ったところ，その集団に所属したいと

いう欲求を持つものの，集団から排斥されることに対

する不安（排斥不安）が高い成員で構成された集団に

おいては，問題解決に重要な情報を所持している成員

が情報伝達しなくなり，うまく情報処理が行われなく

なることを明らかにした．また同時に，排斥不安が高

い集団に対してリーダーが，目標達成機能を促進する

P(Performance)行動と集団の機能維持を促進する

M(Maintenance)行動を共に行う PM型（P行動が強く，

M行動も強い）のリーダーシップを発揮した時が最も

情報伝達を十分に調整し，pM型（P行動が弱く，M行

動が強い）リーダーシップを発揮した時に次程度の調

整効果を示した．以上のように，集団において何か発

言をする際に発話者が「不安」を感じると発言行動が

減少し，集団パフォーマンスの低下につながることが

わかる．しかし，その調整機能としてリーダーシップ

行動が一定の効果を及ぼすことも示された． 

そして近年，発言に際する不安を低減する効果を持

つものとして心理的安全性が注目されている．心理的

安全性とは Edmondson (1999) 3)により提唱された概念

であり，「対人関係においてリスクのある行動をして

もこのチームでは安全であるという，チームメンバー

によって共有された考え」と定義されている．

Edmondsonは集団内で共有された考えとする一方，個

人的な認知として捉える考えもある．Fraizer ら(2017) 
4)によると，心理的安全性が高い組織では，パフォーマ

ンス・仕事に対する自主的な学習・情報共有・仕事へ

の満足度の向上が見られることが実証されている． 

 

2 先行研究 

Edmondson (2003)5) によると，背景知識が異なる学祭
的なアクションチーム（手術チーム）において，新た
な手術法のチーム学習を促進する大きな要因として，
リーダーシップの重要性が挙げられている．実際に，
チーム内での各メンバーの発言のしやすさがチーム学
習を促進させ，発言のしやすさはチームリーダーの採
る行動の影響を受けることが示された．リーダーがメ
ンバーとの権力差を埋めるように働きかけることで，
メンバーの自主的な発言が促され，その結果外部集団
との情報共有(バウンダリースパニング)も促進され，
新たなルーチンの獲得に成功する傾向が見られた． 

Bradley6)らは，コンフリクトはメンバーの性格特性
における「経験への開放性・情緒的な安定性」の平均
レベルが高い集団においてうまく活用され，パフォー
マンスの向上に貢献することを明らかにした．これら
の性格特性は発言時の能動性に関与する． 

コミュニケーション回避研究において畑中(2006)7)

は発言抑制行動に至る意思決定過程を，学生を対象と
して調査した．畑中によると発言抑制行動前に，「関
係継続（関係回避）の意思」・「適切性の考慮」・「否
定的結果の予測」・「スキル欠如」の順に意識内容が

関係性の展望を予測するエージェントと 
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概要－   集団のパフォーマンスの向上には集団内での発言が重要な役割を示し，心理的安

全性が高い集団において発言が促されパフォーマンス向上に貢献すると考えられてい

る．また，対人関係において，発話者が相手との関係性の展望を予測することにより発

話量が変動することが示されている．しかし，これは友人関係か一時的関係である場合

に限定されており，職場に見られる上下関係が考慮されていない．本研究では，上下関

係を考慮した相手との関係性の展望の予測が発言の意思決定に影響を与える環境を考え

る．このような環境において集団パフォーマンスが向上するリーダーシップ，エージェ

ントの特性を明らかにすることを目的とする． 
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生起し，発言抑制行動の意思決定がなされることが明
らかになった． 

木村ら(2011)8)は未知関係と友人関係を対象にした
会話実験により，これからも関係が続くかどうかとい
う「関係に対する展望，関係継続の意思」が対人コミ
ュニケーションに及ぼす影響を検討した．関係継続の
意思が高いコミュニケーションにおいては社会的スキ
ルの影響は消失し，関係継続の意思が低いコミュニケ
ーションにおいて社会的スキルが高いと発話量が高か
ったことがわかった． 

 

3 研究目的 

発言抑制行動の意思決定は，発言することによって
将来的に自身にとって不利益になるかどうかの意思決
定を行っているものである．将来的なマクロ現象を考
慮し，それにより実際に発言するかしないを意思決定
する過程と捉えることができる．本研究は将来的なマ
クロ秩序である心理的安全風土（否定されるかどうか）
の予測を行い，意思決定をするモデルの構築を試みる． 
心理的安全風土とは組織風土であり，小集団の成員

が「対人リスクを取ることに対する不安を感じない」
状況である．心理的安全風土とは成員個々人が別々に
知覚するものであるという考えと，成員全体に共有さ
れる組織風土であるという考えが存在する．心理的安
全風土が確立されている状況において，対人での不安
を感じなくなり発言行動が促進されるのであるから，
個々人が知覚する組織風土であるという考えと共有さ
れるものであるという考えのどちらでも発言行動が促
進され，集団パフォーマンスの向上が見られるはずで
ある．成員全体に共有されているということは，それ
ぞれの知覚する心理的安全風土のばらつきが小さいこ
とを意味するのではないかと考えられる．従って，小
集団内の成員が知覚する心理的安全度合いのばらつき
が小さい集団において高パフォーマンスになること，
そして心理的安全性の知覚にばらつきがある集団にお
いて発言を行わない成員に対してリーダーシップがど
のように機能するかを動的に捉える． 

 

4 アプローチ 

エージェントの個人特性として「経験への開放性」
（社会的スキル）・「情緒的安定性」（精神的健康）
を考慮し，これらが発言または発言抑制の意思決定過
程の要因となる． 

畑中(2006)と木村ら(2011)では，実験的状況において
2~3 人程度の会話で，かつ，相手との関係性は学生同
士であるものであった．職場集団による会議等では上
下関係がある構成員 5~6人程度でコミュニケーション
が行われる．本研究では上下関係を考慮した小集団に
おけるコミュニケーションモデルを ABS(Agent-Based 

Simulation)により構築する． 

 

5 アウトプットのイメージ 

心理的安全風土が形成された状態を，成員ごとの知
覚する心理的安全風土のばらつきが小さい状況である
と考える．そして，知覚する安全風土の度合い（発言
に対する不安の小ささ）のばらつきとパフォーマンス
の変化の過程を分析することで，心理的安全風土が確

立された際に高パフォーマンスが発揮されることを示
す． 
また，成員の個人特性である「経験への開放性」・

「情緒的安定性」の２変数の組み合わせによりエージ
ェントのタイプを決定する． 
また，環境として小集団の種類として想定するチー

ムは２種類存在する．一つは，限られた課題に対して
特定のメンバーが限られた時間で課題を遂行すること
を目的とするプロジェクト・チーム．もう一つは，普
段から共に作業や会議を行う見知った関係である小集
団を想定する．この２種類の集団を考慮することで，
木村らの一時的な関係であるか，友人関係であるかに
対応づけるものとする． 
 個人特性が異なる様々なエージェントのパターン

と，小集団の種類による構成員の関係性の変化により
パフォーマンスの発揮度合いの違い，そしてリーダー
シップが最も貢献する集団の条件を探索する． 
 
今後の課題 

エージェントの意思決定モデルをBDIモデルにより
作成するが，細かい変数の設定を考慮する必要がある．
畑中，木村らの知見をもとに，「関係性の維持」に関
する意思決定モデル，他者との関係性の持続性や個人
特性により「否定的な結果の予測」を行う発言抑制意
思決定モデルの作成を行い，将来的なマクロ秩序が現
在の意思決定に影響を与えるモデルの作成を試みる． 
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